
Ｔ
Ｘ
、
快
調
に
走
る
②
～
進
む
沿
線
の
発
展
～

　
「
速
く
、
安
く
、
安
全
快
適
に
」。
最
先
端
の
ノ
ウ

ハ
ウ
と
技
術
を
駆
使
し
た
21
世
紀
の
鉄
道
、
そ
れ
が

Ｔ
Ｘ
で
あ
る
。
秋
葉
原
～
つ
く
ば
間
を
走
る
列
車

は
「
普
通
」、「
区
間
快
速
」、「
通
勤
快
速
」、「
快

速
」
の
４
種
類
で
あ
る
。
最
も
速
い
快
速
列
車
は
全

20
駅
の
う
ち
始
発
駅
・
終
着
駅
を
含
む
９
駅
に
止
ま

り
、
秋
葉
原
～
つ
く
ば
間
を
45
分
で
結
ぶ
。
快
速
よ

り
停
車
駅
が
７
つ
多
い
区
間
快
速
は
所
要
時
間
が
52

分
だ
。
秋
葉
原
を
出
発
し
た
快
速
は
北
千
住
ま
で
都

内
の
各
駅
に
停
車
し
、
そ
れ
よ
り
北
は
千
葉
県
の
南

流
山
、
流
山
お
お
た
か
の
森
、
茨
城
県
の
守
谷
、
つ

く
ば
に
止
ま
る
。
埼
玉
県
内
の
２
駅
は
通
過
す
る
。

区
間
快
速
は
こ
れ
ら
の
９
駅
に
加
え
て
八
潮
、
三
郷

中
央
、
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
、
み
ら
い
平
、
み
ど
り

の
、
万
博
記
念
公
園
、
研
究
学
園
に
停
車
す
る
。
大

規
模
な
宅
地
開
発
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
茨
城
県

内
の
守
谷
～
つ
く
ば
間
の
各
駅
に
つ
い
て
は
昼
間
の

停
車
本
数
は
１
時
間
に
５
～
６
本
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｘ
沿
線
、
中
で
も
千
葉
県
・
茨
城
県
の
沿
線
で

は
、
最
先
端
の
都
市
イ
ン
フ
ラ
（
社
会
基
盤
）
を
は

じ
め
大
規
模
商
業
、
高
等
教
育
、
レ
ベ
ル
の
高
い
文

化
芸
術
の
施
設
な
ど
の
「
充
実
し
た
都
市
機
能
」、

名
峰
筑
波
山
や
周
辺
の
田
園
風
景
・
里
山
な
ど
に
象

徴
さ
れ
る
「
豊
か
な
自
然
」、
そ
し
て
サ
イ
エ
ン
ス
・

住
希
望
者
の
増
加
に
端
的
に
表
れ
て
い
ま
す
」
つ
く

ば
市
の
担
当
者
は
こ
う
語
り
、
今
後
も
増
え
つ
つ
け

る
だ
ろ
う
と
の
予
測
を
示
し
た
。
同
市
内
の
研
究
所

に
勤
務
す
る
研
究
者
や
筑
波
大
学
関
係
者
ら
は
、
Ｔ

Ｘ
開
業
以
前
は
同
市
内
や
周
辺
地
域
に
マ
イ
ホ
ー
ム

を
建
て
定
住
す
る
こ
と
に
消
極
的
だ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
Ｔ
Ｘ
が
開
業
し
て
以
降
こ
の
10
年
間
、
同
市
内
に

マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
て
た
り
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
し
た

り
す
る
研
究
者
や
大
学
関
係
者
が
増
え
て
い
る
。「
と

か
い
な
か
」（
田
園
都
市
）
つ
く
ば
市
は
東
京
に
直

結
し
た
こ
と
に
よ
り
人
口
増
加
な
ど
そ
の
存
在
感
を

増
し
て
い
る
。
筑
波
大
学
の
受
験
学
生
が
か
な
り
の

数
に
な
っ
て
い
る
の
も
Ｔ
Ｘ
開
通
と
無
関
係
で
は
あ

る
ま
い
。
以
下
に
Ｔ
Ｘ
20
駅
の
特
徴
や
周
辺
整
備
の

進
展
ぶ
り
を
見
て
み
る
が
、
そ
の
前
に
開
業
前
に
地

下
駅
掘
削
に
際
し
て
実
施
さ
れ
た
埋
蔵
文
化
財
の
調

査
結
果
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
こ
に
は
地
域
的

特
性
や
大
地
に
刻
ん
だ
歴
史
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て

い
る
。

◇

　

浅
草
駅
（
台
東
区
）
は
浅
草
寺
西
遺
跡
に
続
く
場

所
で
あ
り
試
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
南
千
住
駅
付
近

（
荒
川
区
）
に
は
江
戸
時
代
の
小こ

つ
か
っ
ぱ
ら

塚
原
刑
場
跡
遺
跡

が
あ
り
、
回
向
院
前
の
道
路
下
の
工
事
中
に
調
査
が

行
わ
れ
た
。
埼
玉
県
内
と
千
葉
県
内
に
は
埋
蔵
文
化

財
の
予
測
さ
れ
る
地
域
や
遺
跡
の
所
在
は
確
認
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
茨
城
県
内
の
沿
線
で
は
旧
石
器
時
代

か
ら
縄
文
・
弥
生
・
中
世
・
近
世
ま
で
の
遺
跡
が
数

多
く
点
在
し
て
お
り
、
つ
く
ば
市
や
守
谷
市
な
ど
６

カ
所
の
遺
跡
で
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
中

で
特
に
注
目
し
た
い
の
が
、
江
戸
下
町
の
象
徴
と
も

い
え
る
浅
草
寺
西
遺
跡
と
小
塚
原
刑
場
跡
遺
跡
で
あ

る
が
、
刑
場
跡
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
血
な
ま
ぐ
さ

く
グ
ロ
テ
ス
ク
で
あ
り
歴
史
の
ロ
マ
ン
か
ら
ほ
ど
遠

い
。
だ
が
そ
れ
も
厳
然
た
る
「
歴
史
の
証
人
」
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。（
新
御
徒
町
駅
周

辺
は
江
戸
時
代
の
秋
田
藩
佐
竹
家
の
江
戸
屋
敷
跡
地

で
あ
る
。
埋
蔵
文
化
財
の
出
土
は
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
駅
周
辺
に
は
三
味
線
堀
等
の
粋
な
地
名
が

残
っ
て
お
り
４
０
０
年
の
江
戸
情
緒
を
た
た
え
る
街

で
あ
る
）。

①
浅
草
寺
西
遺
跡

　

浅
草
駅
付
近
は
、江
戸
時
代
の
復
元
図
に
よ
る
と
、

東
側
に
浅
草
寺
、
西
側
に
誓
願
寺
、
日
輪
寺
の
寺
域

が
あ
り
、
町
家
も
立
ち
並
び
そ
の
間
に
道
路
（
現
在

の
国
際
通
り
）
が
あ
っ
た
。
江
戸
期
の
代
表
的
な
繁

華
街
で
あ
っ
た
。
国
際
通
り
下
の
駅
部
の
発
掘
調
査

で
は
杭
列
、
石
組
、
顕
著
な
火
災
跡
が
検
出
さ
れ
た
。

誓
願
寺
境
内
跡
か
ら
出
土
し
た
杭
列
は
そ
の
構
造
跡

と
想
定
さ
れ
た
。
出
土
し
た
遺
品
は
、
煉
瓦
、
陶
磁

器
、
下
駄
、
箸
な
ど
の
木
製
品
が
多
数
確
認
さ
れ
た
。

陶
器
に
は
オ
ラ
ン
ダ
陶
器
の
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
が
出
土

し
て
お
り
、
江
戸
時
代
の
食
生
活
に
お
け
る
西
洋
文

化
の
影
響
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

駅
入
り
口
部
の
発
掘
調
査
で
は
、予
想
外
に
遺
構
・

遺
物
が
数
多
く
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
大
半
が
19
世
紀

半
ば
（
江
戸
後
期
）
の
構
造
物
や
出
土
品
で
あ
っ
た
。

出
土
遺
物
は
陶
磁
器
、瓦
、銭
貨
、木
製
品
」（
漆
椀
、

櫛
、
箸
、
魚び

籠く

、
独こ

楽ま

な
ど
）、
ガ
ラ
ス
瓶
等
で
隅

田
川
に
近
い
低
湿
地
に
立
地
し
て
い
る
た
め
木
製
品

も
良
好
な
保
存
状
態
で
あ
っ
た
。

②
小
塚
原
刑
場
跡
遺
跡

　

南
千
住
駅
付
近
の
小
塚
原
は
、
品
川
の
鈴
ヶ
森
と

並
び
江
戸
時
代
の
処
刑
場
（
お
仕
置
き
場
）
と
し
て

知
ら
れ
、
江
戸
っ
子
に
は
地
名
を
略
称
し
て
「
こ

つ
」
と
呼
ば
れ
忌
み
嫌
わ
れ
た
（「
こ
つ
」
は
古
典

落
語
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
）。
首
を
は
ね
ら
れ
た

刑
死
者
の
菩
提
を
弔
う
た
め
小
塚
原
回え

向こ
う

院い
ん

が
寛
文

７
年
（
１
６
６
７
）
に
開
創
さ
れ
て
い
る
。
処
刑
者

は
江
戸
期
を
通
じ
て
20
万
人
を
超
え
る
と
さ
れ
、
回

向
院
に
は
鼠
小
僧
次
郎
吉
や
高
橋
お
伝
（
殺
人
事
件

を
起
こ
し
「
毒
婦
」
と
呼
ば
れ
た
）
ら
の
墓
が
あ
る
。

同
処
刑
場
跡
は
昭
和
57
年
（
１
９
８
２
）
度
に
荒
川

区
登
録
記
念
物
（
史
跡
）
に
登
録
さ
れ
、
平
成
10
年

（
１
９
９
８
）度
に
は「
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」

に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

南
千
住
駅
付
近
の
工
事
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
調

査
で
は
、
回
向
院
前
の
道
路
下
か
ら
頭
蓋
骨
が
１
点

発
見
さ
れ
た
。
現
地
調
査
の
結
果
、
井
戸
状
の
枠
と

１
０
４
点
の
頭
蓋
骨
が
出
土
し
た
。
13
年
に
は
再
度

頭
蓋
骨
が
見
つ
か
り
、
工
事
に
よ
る
掘
削
の
深
さ
が

遺
跡
に
か
か
る
こ
と
か
ら
本
格
的
な
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
低
地
と
い
う
立
地
上
、
地

下
水
が
常
に
湧
き
出
て
く
る
状
況
の
中
、
土
を
掘
れ

ば
必
ず
骨
に
当
た
る
よ
う
な
状
態
で
あ
り
、
頭
蓋
骨

だ
け
で
２
６
０
点
以
上
、
四
肢
骨
は
１
７
０
０
点
に

上
っ
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
が
罪
人
た
ち
の
成
れ
の
果

て
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
保
存
状
態
は
比
較
的
良
好
で

あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
江
戸
の
死
刑
囚
は
罪
障
消
滅

し
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
史

上
異
例
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
さ
さ
か
薄
気
味
悪
い

話
題
は
こ
の
程
度
に
し
て
、
沿
線
の
駅
周
辺
の
地
域

整
備
状
況
に
話
を
戻
し
た
い
。

◇

　

鉄
道
整
備
と
一
体
的
に
行
わ
れ
る
沿
線
の
一
体

型
土
地
区
画
整
理
事
業
は
３
段
階
に
分
け
て
推
進

さ
れ
る
。

①�

第
一
段
階
：
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
で
、

鉄
道
敷
設
区
を
設
け
る
。
住
宅
用
地
、
公
益
施
設
用

地
、
鉄
道
用
地
を
生
み
出
す
た
め
に
、
地
方
公
共
団

体
、
都
市
再
生
機
構
（
以
下
Ｕ
Ｒ
）、
鉄
道
事
業
者
ら

が
地
区
内
の
土
地
を
先
買
い
す
る
。

②�

第
二
段
階
：
一
体
型
の
土
地
区
画
整
理
事
業
が
認
可

さ
れ
、
こ
れ
と
併
せ
て
土
地
利
用
が
決
め
ら
れ
る
。

先
買
い
し
た
用
地
を
鉄
道
敷
設
区
内
に
集
約
換
地
す

る
。

③�

第
三
段
階
：
鉄
道
の
整
備
と
公
共
施
設
の
整
備
が
進

捗
す
る
と
建
物
の
建
築
が
始
ま
る
。
さ
ら
に
公
益
施

設
（
住
宅
用
地
、
公
園
、
商
業
ビ
ル
な
ど
）
が
整
備

さ
れ
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
完
了
す
る
。

　

沿
線
の
比
較
的
規
模
の
大
き
い
18
の
区
画
整
理

事
業
（
規
模
総
計
２
９
０
８
ha
）
を
見
て
み
た
い
。

地
域
名
、
施
行
者
、
規
模
（
ha
）、
最
寄
り
の
Ｔ
Ｘ

駅
名
の
順
で
各
事
業
を
紹
介
す
る
。
最
寄
り
の
駅

が
な
い
事
業
に
は
駅
名
を
記
さ
な
い
。

〈
東
京
都
〉（
計
78‌

ha
）

　

・
秋
葉
原
駅
付
近
、
東
京
都
、
９
ha
、
秋
葉
原
駅

　

・
六
町
四
丁
目
、
東
京
都
、
69‌

ha
、
六
町
駅

〈
埼
玉
県
〉（
計
３
７
４

‌

ha
）

　

・
八
潮
南
部
西
、
埼
玉
県
、
99‌

ha

　

・
八
潮
南
部
中
央
、
Ｕ
Ｒ
、
72‌

ha
、
八
潮
駅

　

・
八
潮
南
部
東
、
八
潮
市
、
88‌

ha
、

　

・
三
郷
中
央
、
Ｕ
Ｒ
、
１
１
５‌

ha
、
三
郷
中
央
駅

〈
千
葉
県
〉（
計
１
０
８
１‌

ha
）

　

・
木
、
千
葉
県
、
68‌

ha

　

・
西
平
井
・
鰭ひ
れ
が
さ
き

ヶ
崎
、
流
山
市
、
40‌

ha

　

・
鰭
ヶ
崎
・
思
井
、
流
山
市
、
12‌

ha

　

・‌�

運
動
公
園
周
辺
、
千
葉
県
、
２
３
２‌

ha
、
流
山
セ

シ
テ
ィ
な
ら
で
は
の
「
知
的
な
環
境
」
を
享
受
し
な

が
ら
、
自
分
の
希
望
に
合
わ
せ
て
住
み
・
働
き
・
学

び
・
遊
ぶ
、
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
（「
都
市
」・「
自
然
」・「
知
」
の
つ
く

ば
ス
タ
イ
ル
）
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
都
市

計
画
が
も
た
ら
す
ア
メ
ニ
テ
ィ
（
快
適
さ
）
を
エ
ン

ジ
ョ
イ
で
き
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
Ｔ
Ｘ
だ
け
で

な
く
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
（
圏
央
道
）
が
着

実
に
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
首
都
圏
や
新
東
京
国

際
空
港
（
成
田
空
港
）
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
格
段
に
向

上
さ
せ
る
。

◇

　

宅
地
開
発
を
見
て
み
よ
う
。
茨
城
県
内
の
沿
線
だ

け
で
合
計
約
１
７
０
０
ha
、総
計
画
人
口
約
10
万
人
。

Ｔ
Ｘ
沿
線
の
沿
線
整
備
は
首
都
圏
で
の
事
実
上
の
最

後
で
最
大
の
宅
地
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
都

心
か
ら
45
分
以
内
の
距
離
で
神
奈
川
県
な
ど
と
比
べ

る
と
沿
線
の
地
価
は
約
３
分
の
１
で
あ
る
（
Ｔ
Ｘ
開

業
当
時
）。
開
発
に
よ
っ
て
地
価
は
飛
躍
的
に
向
上

し
大
幅
な
含
み
益
が
あ
り
そ
う
に
見
え
る
が
、
無
視

で
き
な
い
の
が
借
り
入
れ
た
購
入
資
金
の
利
子
で
あ

る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
宅
地
の
売
れ
行
き
が
鈍

け
れ
ば
そ
れ
だ
け
返
済
が
遅
れ
利
子
が
か
さ
む
心
配

が
出
て
く
る
。
後
世
に
ツ
ケ
を
残
す
乱
開
発
だ
け
は

許
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
「
Ｔ
Ｘ
開
業
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
つ
く
ば
市
内
の
定

つ
く
ば
よ
、
ト
ッ
プ
を
め
ざ
せ

～
学サ

イ

エ

ン

ス
・
シ

テ

ィ

術
研
究
都
市
50
年
・
筑
波
大
学
40
年
・
Ｔ
Ｘ
10
年
…
～

作
家
　
高
崎
哲
郎

連
載
第
11
回



　

注
目
す
べ
き
は
、
つ
く
ば
市
が
秋
葉
原
の
こ
の
ダ

イ
ビ
ル
に
東
京
事
務
所
を
構
え
て
い
る
こ
と
だ
。
都

道
府
県
や
政
令
指
定
都
市
が
東
京
事
務
所
を
持
っ
て

い
る
の
は
ご
く
普
通
の
こ
と
だ
が
、
人
口
20
万
人
余

り
の
地
方
公
共
団
体
が
東
京
事
務
所
を
抱
え
て
い
る

の
は
極
め
て
珍
し
い
。
つ
く
ば
市
が
Ｔ
Ｘ
で
直
結
さ

れ
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
秋
葉
原
に
触
覚
と
な
る
拠
点
を

持
っ
て
、
そ
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
の

は
当
然
と
も
い
え
る
。
研
究
学
園
都
市
へ
の
進
出
を

希
望
す
る
企
業
の
相
談
も
少
な
く
な
い
と
い
う
。

〈
浅
草
〉

　

浅
草
駅
は
、
雷
門
・
仲
見
世
・
浅
草
寺
な
ど
下
町

浅
草
を
代
表
す
る
地
区
の
玄
関
口
で
あ
る
。
同
駅
で

は
三
社
祭
や
サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ
ル
等
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
利
用
客
の
波
動
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
臨
時
券
売
窓
口
や
臨
時
改
札
口
（
有
人
）
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。明
治
時
代
か
ら
昭
和
中
期
ま
で
、

浅
草
が
日
本
一
の
盛
り
場
で
あ
っ
た
頃
、
こ
の
街
は

大
衆
文
化
、
大
衆
娯
楽
の
発
信
地
で
あ
っ
た
。「
浅

草
ら
し
さ
」
と
Ｔ
Ｘ
の
先
進
性
を
共
存
さ
せ
、「
輝

く
浅
草
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て

い
る
。

　

外
国
人
や
中
高
年
層
を
中
心
に
年
間
１
０
０
０
万

人
が
訪
れ
る
東
京
最
大
の
観
光
地
浅
草
は
、
人
の
流

れ
が
様
変
わ
り
し
た
。
既
存
の
浅
草
駅（
東
武
鉄
道
、

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線
）
か
ら
西
に
５
０
０
m
ほ
ど
離

れ
た
国
際
通
り
の
地
下
に
Ｔ
Ｘ
浅
草
駅
が
あ
る
。
既

存
の
浅
草
駅
を
降
り
て
雷
門
を
く
ぐ
り
、
仲
見
世
通

り
を
歩
い
て
浅
草
寺
に
お
参
り
し
、
お
茶
を
一
服
し

て
隅
田
川
の
川
下
り
…
。
か
つ
て
の
お
定
ま
り
コ
ー

ス
に
新
仲
見
世
、
伝
法
院
通
り
、
演
芸
ホ
ー
ル
な
ど

西
浅
草
方
面
に
あ
る
名
所
が
加
わ
っ
た
。
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
過
去
に
常
磐
線
が
通

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅

　

・‌�

新
市
街
地
、
Ｕ
Ｒ
、
２
８
６‌

ha
、
流
山
お
お
た
か

の
森
駅

　

・‌�

柏
北
部
中
央
、
千
葉
県
、
２
７
３‌

ha
、
柏
の
葉
キ
ャ

ン
パ
ス
駅

　

・‌�

柏
北
部
東
、
Ｕ
Ｒ
、
１
７
０‌

ha
、
柏
た
な
か
駅

〈
茨
城
県
〉（
計
１
３
７
５‌

ha
）

　

・‌�

守
谷
駅
周
辺
、
守
谷
市
、
39‌

ha
、
守
谷
駅

　

・‌�
守
谷
東
、
土
地
区
画
整
理
組
合
、
40‌

ha
、

　

・‌�
伊
奈
谷
和
原
丘
陵
部
、
茨
城
県
、
２
７
５‌

ha
、
み

ら
い
平
駅

　

・

‌
�

萱か
や

丸ま
る

、
Ｕ
Ｒ
、
２
９
３‌

ha
、
み
ど
り
の
駅

　

・‌�

島
名
・
福
田
坪
、
茨
城
県
、
２
４
３‌

ha
、
万
博
記

念
公
園
駅

　

・‌�

葛
城
、
Ｕ
Ｒ
、
４
８
５‌
ha
、
研
究
学
園
都
市

◇

　

駅
周
辺
の
地
域
開
発
事
業
の
う
ち
成
果
を
挙
げ
つ

つ
あ
る
代
表
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

〈
秋
葉
原
〉

　

秋
葉
原
駅
は
、
Ｔ
Ｘ
の
起
点
で
あ
る
と
と
も
に
Ｊ

Ｒ
山
手
線
、
同
京
浜
東
北
線
、
同
総
武
線
や
東
京
メ

ト
ロ
日
比
谷
線
の
乗
換
駅
で
あ
り
、
首
都
東
京
の
最

重
要
駅
の
一
つ
で
あ
る
。
Ｔ
Ｘ
の
駅
は
乗
換
え
や
利

便
性
に
考
慮
す
る
と
と
も
に
「
予
感
・
期
待
」
の
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
に
幾
何
学
的
な
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
。

　

10
年
前
の
平
成
17
年
３
月
31
日
、
Ｔ
Ｘ
の
始
発
駅

と
な
る
東
京
・
秋
葉
原
で
、
再
開
発
地
区
「
秋

葉
原
ク
ロ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
開
業
式
が
あ
っ

た
。
石
原
慎
太
郎
東
京
都
知
事
（
当
時
）
ら
を

招
い
た
式
典
は
昼
過
ぎ
に
終
了
し
た
。
一
目
散

に
ビ
ル
の
14
階
へ
と
駆
け
上
が
っ
た
グ
ル
ー
プ

が
い
た
。
筑
波
大
学
教
授
た
ち
だ
。
筑
波
大
学

は
翌
４
月
１
日
、
国
立
大
学
初
の
夜
間
限
定
の

法
科
大
学
院
（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）
を
開
設
し
、

る
の
に
反
対
し
た
経
緯
が
あ
る
地
元
も
、
Ｔ
Ｘ
を
歓

迎
し
観
光
開
発
に
努
め
て
い
る
。
台
東
区
の
支
援
も

あ
っ
て
、
浅
草
観
光
連
盟
を
中
心
に
、
旅
行
会
社
、

ホ
テ
ル
、
鉄
道
、
水
上
バ
ス
が
集
ま
り
、
観
光
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
を
Ｔ
Ｘ
開
業
前
の
平
成
16
年
７

月
に
設
立
し
て
い
る
。「
観
光
客
や
見
物
客
が
回
遊

す
る
街
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
活
動
中
で
あ
る
。
浅

草
寺
と
六
区
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
を
東
西
に
結
ぶ
五
重

塔
通
り
商
店
街
は
、
Ｔ
Ｘ
開
通
で
新
駅
か
ら
浅
草
寺

へ
の
新
た
な
参
道
に
な
る
の
を
見
越
し
、
石
畳
を
敷

い
た
り
、
ア
ー
チ
を
改
修
し
た
り
と
、
江
戸
下
町
風

の
景
観
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

商
店
街
に
近
い
花
や
し
き
で
は
、
平
成
17
年
４
月

に
江
戸
城
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ゲ
ー
ト
兼
遊
戯
施
設

「
笑し

ょ
う
う
ん
か
く

運
閣
」
が
完
成
し
て
い
る
。
従
来
は
ア
ラ
ビ
ア

風
だ
っ
た
建
物
を
改
装
し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
土

産
物
店
が
入
っ
た
楼
閣
を
思
わ
せ
る
外
観
が
特
徴
的

だ
。
花
や
し
き
は
、
Ｔ
Ｘ
開
業
を
き
っ
か
け
に
商
店

街
や
地
域
と
協
力
し
、
浅
草
の
新
た
な
魅
力
を
外
国

人
観
光
客
に
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
新
駅
開
業
か

ら
10
年
。浅
草
商
店
街
は
か
つ
て
な
く
燃
え
て
い
る
。

９
日
に
初
講
義
を
開
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。「
予

想
よ
り
広
い
」「
こ
の
設
備
な
ら
ば
学
生
は
来
て
く

れ
る
」。
筑
波
キ
ャ
ン
パ
ス
（
つ
く
ば
市
）
か
ら
視

察
に
来
た
副
学
長
は
満
足
げ
に
感
想
を
口
に
し
た
。

ク
ロ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
で
先
行
開
業
し
た
秋
葉
原
ダ
イ

ビ
ル
は
５
～
15
階
が
産
学
連
携
用
の
ス
ペ
ー
ス
で
、

筑
波
大
学
や
産
総
研
（
産
業
技
術
総
合
研
究
所
）
な

ど
が
入
っ
た
。
１
フ
ロ
ア
ー
を
分
割
し
て
使
う
ケ
ー

ス
が
大
半
で
、
14
階
・
15
階
の
全
ス
ペ
ー
ス
を
活
用

す
る
の
は
大
学
で
は
筑
波
大
学
だ
け
だ
っ
た
。「
法

科
大
学
院
と
し
て
考
え
得
る
ベ
ス
ト
」。
責
任
者
の

教
授
は
胸
を
張
っ
た
。
40
人
の
定
員
に
対
し
応
募
は

約
５
０
０
人
に
達
し
た
。
全
国
で
定
員
割
れ
す
る
法

科
大
学
院
も
あ
る
な
か
、
筑
波
大
学
の
奮
闘
ぶ
り
が

目
立
っ
た
。

　

東
京
教
育
大
学
の
移
転
に
よ
り
昭
和
48
年

（
１
９
７
３
）
に
誕
生
し
た
筑
波
大
学
の
「
東
京
回
帰
」

と
も
呼
べ
る
こ
の
試
み
は
、
筑
波
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生

増
や
企
業
立
地
の
促
進
と
い
っ
た
形
で
大
い
に
寄
与
し

た
と
い
え
る
。
つ
く
ば
市
の
中
核
を
占
め
る
研
究
機
関

や
大
学
は
、
周
囲
と
隔
絶
し
た
環
境
で
研
究
開
発
を

推
進
し
て
き
た
が
、
大
学
法
人
化
や
産
学
連
携
の
広

が
り
、
さ
ら
に
は
Ｔ
Ｘ
開
通
で
大
き
な
変
革
を
遂
げ

た
。
筑
波
大
学
の
「
東
京
事
務
所
」
は
そ
の
後
東
京

教
育
大
学
跡
地
の
文
京
区
大
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
り
、

産
総
研
の
事
務
所
も
別
の
ビ
ル
に
移
動
し
た
。

〈
八
潮
と
三
郷
〉

　

八
潮
駅
は
、
八
潮
市
に
と
っ
て
初
め
て
の
鉄
道
駅

だ
。
先
進
性
と
豊
か
な
水
の
流
れ
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
た
同
駅
の
外
観
は
、
大
き
な
船
が
宙
に
浮
い

て
い
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
で
、「
未
来
に
向
か
う
船

（
水
上
バ
ス
）」
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
い
る
。
Ｔ
Ｘ
で

は
秋
葉
原
駅
を
「
01
」
と
し
、
つ
く
ば
駅
ま
で
を

「
01
」
か
ら
「
20
」
の
駅
番
号
を
付
け
て
い
る
。
外

国
人
や
子
ど
も
に
も
分
か
り
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
の
一
つ
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ

た
。
偶
然
に
も
八
潮
駅
は
「
08
」
で
覚
え
や
す
い
。

同
駅
の
一
つ
前
の
六
町
駅
は
「
06
」
で
は
な
く
残
念

な
が
ら
「
07
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
町
に
よ
う
や
く
鉄
道
が
走
っ
た
」。
Ｔ
Ｘ
が
開
業

し
た
当
時
の
同
駅
周
辺
の
市
民
の
歓
声
で
あ
る
。
長

年
の
悲
願
が
よ
う
や
く
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
八
潮

市
は
県
内
の
市
の
う
ち
唯
一
鉄
道
の
な
い
「
陸
の
孤

島
」
だ
っ
た
。
同
駅
周
辺
の
住
民
は
西
に
隣
接
す
る

草
加
市
な
ど
に
バ
ス
で
移
動
し
、
東
武
伊
勢
崎
線
を

使
っ
て
都
内
に
出
て
い
た
。１
時
間
半
は
か
か
っ
た
。

今
や
都
心
ま
で
20
分
で
あ
る
。

　
「
Ｔ
Ｘ
に
感
謝
し
な
い
市
民
は
い
ま
せ
ん
よ
」。

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
列
車
を
待
つ
通
勤
客
の
声

で
あ
る
。
平
成
25
年
度
の
１
日
平
均
乗
車
数
は

１
万
７
５
８
９
人
で
、
17
年
の
開
業
時
の
６
５
４
６

人
の
ざ
っ
と
３
倍
弱
で
あ
る
。
そ
の
数
は
つ
く
ば
駅

の
１
万
７
４
１
９
人
を
追
い
越
し
た
。
八
潮
市
内
だ

け
で
な
く
隣
接
す
る
足
立
区
か
ら
の
乗
客
が
大
幅
に

増
え
て
い
る
。
人
口
も
若
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
夫
婦
の

家
庭
を
中
心
に
毎
年
２
０
０
０
人
前
後
ず
つ
増
え
て

い
る
。
駅
周
辺
で
は
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
本
格

化
し
て
い
る
。
Ｕ
Ｒ
、
埼
玉
県
、
八
潮
市
が
合
計

２
５
９
ha
を
区
画
整
理
し
て
再
開
発
を
進
め
て
い

る
。
特
に
「
南
部
中
央
地
区
」（
駅
周
囲
、
72‌

ha
）

で
は
、店
舗
面
積
１
万
３
０
０
０
㎡
の
商
業
施
設「
フ

レ
ス
ポ
八
潮
」
が
建
設
さ
れ
、
ス
ー
パ
ー
の
カ
ス
ミ

な
ど
生
活
密
着
型
の
店
舗
が
開
店
し
て
い
る
。
住
宅

分
譲
も
「
都
心
に
一
番
近
い
戸
建
て
分
譲
地
」
を
売

り
物
に
し
て
い
る
。

　

八
潮
駅
か
ら
一
つ
先
の
三
郷
中
央
駅
で
も
同
じ
状

況
だ
。
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
が
走
る
三
郷
市
の
北
部
と
鉄

道
駅
の
な
い
南
部
は
、
Ｔ
Ｘ
開
通
前
は
基
準
面
積
で

最
大
４
倍
の
開
き
が
出
る
ほ
ど
価
格
格
差
が
あ
っ

た
。
新
駅
は
格
差
解
消
の
布
石
と
な
っ
た
。
Ｕ
Ｒ
が

１
１
５
ha
の
住
宅
団
地
を
開
発
し
た
。「
都
心
が
間

近
く
な
り
、
筑
波
山
へ
の
行
楽
も
楽
し
め
る
よ
う
に

な
っ
た
」。
地
元
は
大
歓
迎
で
あ
る
。
埼
玉
県
を
は

じ
め
八
潮
市
と
三
郷
市
は
Ｔ
Ｘ
東
京
駅
延
伸
の
実
現

を
強
く
望
ん
で
い
る
（
次
号
で
流
山
市
、
柏
市
、
守

谷
市
、
つ
く
ば
市
な
ど
の
Ｔ
Ｘ
沿
線
駅
周
辺
の
地
域

整
備
を
紹
介
す
る
）。

（
参
考
文
献
：
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
株
式
会
社
資
料
、『
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
が
や
っ
て
く
る
』（
日
本
経
済
新
聞
社
）、

『
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
建
設
物
語
』（
成
山
堂
書
店
）、
Ｕ

Ｒ
都
市
機
構
資
料
、
台
東
区
、
八
潮
市
の
資
料
、
筑
波
大
学

付
属
図
書
館
資
料
）

（
つ
づ
く
）。

ＴＸ八潮駅

ＴＸ開通でにぎわいを増す仲見世（浅草駅）

秋葉原ダイビル


